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-I-
「
日
本
」
と
い
う
主
題
の
持
つ
魔
法

一
八
八
八
年
四
月
二
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
デ
オ
ン
座
で
日
本

を
題
材
と
し
た
全
五
幕
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
J

が

初
演
さ
れ
た
。
す
で
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
渦
中
に
あ
り
、
翌
年
開
催

さ
れ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
も
相
ま
っ
て
、
こ
の
作
品
の
上
演
は
シ
ー

(
2
)
 

ズ
ン
を
ま
た
ぎ
通
算
百
五
十
回
に
の
ぽ
っ
た
と
い
う
。

『
現
代
演
劇
の
革
命
」
(
-
九
0
八
）
に
お
い
て
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

セ
シ
ェ
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ト
ー
は
十
九
世
紀
後
半
に
フ
ラ
ン
ス
演

劇
界
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
劇
作
家
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

(3) 

で
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
を
日
本
物
の
代
表
作
と
し
て
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
 ．．． 
）
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
、
こ
の
日
本
と
中
国
文

明
を
愛
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ム
作
家
は
、
オ
デ
オ
ン
座
に
こ

は
じ
め
に

メ
ロ
ド
ラ
マ

(
1
)
 

『
微
笑
み
を
売
る
女
』

の
愛
お
し
い
『
微
笑
み
を
売
る
女
」
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
、

ポ
レ
ル
は
こ
の
作
品
を
輝
き
に
満
ち
、
味
わ
い
深
く
見
せ
る
方

法
を
知
っ
て
い
た
の
だ
。
(.•• 

)
こ
の
全
て
に
パ
リ
中
が
数

週
間
に
渡
っ
て
恋
に
落
ち
た
。
（

．．． 
）
今
と
な
っ
て
は
新
し

さ
に
よ
る
最
高
の
魔
法
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
は
近

年
、
大
人
気
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
1
・

台
本
を
担
当
し
た
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
エ
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ス
ト
と
し
て
小
説
、
詩
集
、
戯
曲
、
批
評
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
数
多
く

の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
小
説
『
纂
奪
者
』
(
-
八
七
五
）
、
短
編
小

説
『
花
咲
く
葦
の
宿
屋
』
(
-
八
八
二
）
、
翻
訳
詩
集
『
蜻
蛉
集
』
（
一

(5) 

八
八
五
）
と
い
っ
た
日
本
を
題
材
と
す
る
作
品
を
執
筆
し
た
。
そ
し

て
、
演
出
を
担
当
し
た
オ
デ
オ
ン
座
支
配
人
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
、

十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
演
劇
の
変
革
に
貢
献
し
た
人
物

の
一
人
で
あ
る
（
詳
細
は
「
一
ー
三
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
に
よ
る
演
劇
改
革

の
姿
勢
」
に
て
述
べ
る
）
。

パ
リ
の
劇
場
に
「
日
本
」
が
姿
を
現
し
始
め
た
の
は
第
二
帝
政
期

に
見
る
革
新

柏

木

純

子
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(6) 

終
盤
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
川
上
貞
奴
ブ
ー
ム
、
花
子
の
活
躍
、
伝
統

芸
能
の
研
究
と
応
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
二
十
世
紀
初

頭
ま
で
に
数
多
く
の
日
本
物
が
創
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と

ん
ど
は
オ
ペ
ラ
座
、
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
、
オ
デ
オ
ン
座
、
パ

レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
座
、
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
座
な
ど
パ
リ
の
主
要
劇
場

で
の
典
行
で
あ
る
。
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
上
演
以
前
か
ら
「
日

本
」
は
ロ
マ
ン
主
義
演
劇
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
プ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
な
ど

(
7ー）

の
大
衆
的
な
作
品
の
題
材
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
パ
リ
の
削
場

で
は
す
で
に
日
本
文
化
を
用
い
た
新
し
く
、
華
や
か
な
「
幻
想
」
が

生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
リ
万
国
隙
覧
会
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
真
の
日
本
文
化
も
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
ゴ
ー
チ
ェ
と
ポ
レ
ル
は
「
日

本
」
と
い
う
「
新
し
さ
に
よ
る
最
高
の
魔
法
」
を
最
大
限
に
引
き
出

し
た
人
物
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

物
語
は
次
の
よ
う
な
展
開
だ
。
江
戸
に
住
む
富
豪
ヤ
マ
ト
の
妾
と

な
っ
た
元
芸
者
の
ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
、
ま
た
の
名
を
「
微
笑
み
を

売
る
女
」
は
、
正
妻
オ
マ
ヤ
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
豪
邸
に
火
を
つ

け
財
産
を
奪
う
。
ル
ビ
は
元
恋
人
と
共
に
ヤ
マ
ト
を
連
れ
去
り
、
残

さ
れ
た
息
子
イ
ワ
シ
タ
と
乳
母
の
チ
カ
は
途
方
に
暮
れ
る
。
そ
こ
へ

郊
外
に
住
む
皇
族
の
マ
エ
ダ
が
通
り
か
か
り
、
イ
ワ
シ
タ
を
養
子
に

迎
え
る
。
十
数
年
後
、
イ
ワ
シ
タ
は
隣
に
住
む
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ

ゾ
と
恋
仲
に
な
り
、
マ
エ
ダ
に
結
婚
の
意
志
を
伝
え
る
。
マ
エ
ダ
は

過
去
の
出
来
事
を
話
し
、
イ
ワ
シ
タ
は
江
戸
へ
父
親
と
乳
母
を
探
す

旅
に
出
る
。
無
事
に
再
会
を
果
た
す
が
、
親
の
仇
で
あ
る
ル
ビ
が
ロ

ゾ
の
栂
親
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
る
。
一
同
が
マ
エ
ダ
の
邸
宅
へ
帰

る
と
、
ル
ビ
が
ロ
ゾ
と
共
に
婚
儀
の
準
備
を
す
る
た
め
に
来
て
お

り
、
ヤ
マ
ト
ら
と
対
面
す
る
。
そ
の
光
景
に
耐
え
か
ね
た
イ
ワ
シ
タ

は
ル
ビ
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
ロ
ゾ
に
阻
ま
れ
、
そ
の
手
か
ら
滑
り

(
8
)
 

落
ち
た
短
剣
で
ル
ビ
が
自
害
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
物
語
は
一
般
的
な
恋
物
悲

劇
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
な
ぜ
こ
の
作
品
は
『
現
代
演
劇
の
革
命
』

に
選
出
さ
れ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
と
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル

は
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
上
演
、

つ
ま
り
表
象
さ
れ
た
「
日
本
」
を
可
能
な
限
り
再
構
築
し
な
が
ら
、

そ
の
創
作
意
図
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
以
降
、
フ
ラ
ン
ス

の
劇
場
に
お
い
て
「
日
本
」
が
「
魔
法
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
理

由
を
導
き
だ
し
た
い
。

一
ー
ニ
写
実
性
の
是
非

先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
は
長
き
に
渡
り

ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
研
究
で
そ
の
題
名
が
紹
介
さ
れ
る
に
留

ま
っ
て
い
た
が
、
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
演
劇
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

初
期
の
作
品
研
究
が
進
み
、
そ
の
詳
細
や
考
察
が
語
ら
れ
て
い
る
。

主
な
先
行
研
究
に
、
青
木
博
子
『
フ
ラ
ン
ス
演
劇
を
通
し
た
日
本
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{9) 

（
一
八
六
0
-
1
九
三
0
)
』
（
一
九
九
三
）
、
ギ
イ
・
デ
ュ
ク
レ
イ
「
演
劇

(10) 

の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
(
―
I
O
I
I
)
、
馬
渕
明
子
『
舞
台
の
上
の
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
演
じ
ら
れ
た
幻
想
の
「
日
本
女
性
」
』
（
二
0
一
七
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
文
学
や
美
術
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
の
範
疇
で
複
数
の
日
本
物
を
取
り
上
げ
、
台
本
や
劇
評
を
中
心
に

分
析
し
て
い
る
。
「
微
笑
み
を
売
る
女
』
に
つ
い
て
は
作
中
の
日
本

的
な
要
素
の
割
合
や
写
実
性
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
日
本

文
化
に
対
す
る
理
解
度
に
つ
い
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
「
微
笑
み
を
売
る
女
」
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
よ

り
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
が
馬
渕
明
子
で
あ
る
。

馬
渕
は
、
「
単
な
る
異
国
趣
味
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
な
く
、
丁
寧
な

(12) 

組
み
立
て
に
成
功
し
て
」
お
り
、
物
語
に
つ
い
て
は
母
や
乳
母
、
養

父
が
抱
く
様
々
な
愛
を
描
い
て
い
る
点
、
江
戸
時
代
特
有
の
「
仇
討

(13) 

ち
」
と
い
う
モ
ラ
ル
を
理
解
し
て
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
劇
評
の
挿
絵
も
分
析
に
活
用
し
な
が
ら
、
視
覚
的
な

表
現
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
「
若
干
の
中
国
風
は
混
ざ
る
も

の
の
、
舞
台
は
今
ま
で
で
も
っ
と
も
日
本
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

(
M
)
 

上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
よ
う
だ
」
と
し
て
い
る
。

一
方
で
他
の
二
者
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の

日
本
文
化
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
青
木
は

彼
女
の
描
い
た
日
本
の
姿
が
本
来
の
姿
と
は
距
離
が
あ
り
、
む
し
ろ

西
洋
で
誕
生
し
て
き
た
恨
界
観
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
デ
ュ
ク
レ
イ
は
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
創
作
法
か
ら
成
る

(16) 

の
は
明
ら
か
で
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
登
場
人
物
を
当
て
は
め
た
」
も
(17) 

の
で
あ
り
、
「
日
本
の
ド
ラ
マ
と
し
な
が
ら
も
、
パ
リ
に
留
ま
っ
た
」

作
品
で
あ
る
と
青
木
と
同
様
の
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
作
品
が
オ
デ
オ
ン
座
の
興
行
と
し
て
成
功
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
通
の
劇
作
家
が
気
軽
に

H
本
物
を
創
作
し
や
す
く
な
っ
た
と
指

摘
し
て
い
紅
。

こ
れ
ら
の
論
考
で
は
、
い
ず
れ
も
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
が

日
仏
の
仲
介
者
と
し
て
誠
実
に
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
観
客
に

提
供
さ
れ
た
日
本
像
は
真
実
で
あ
っ
た
の
か
を
評
価
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
舞
台
芸
術
の
創
作
に
お
い
て
、
用
い
る
題
材

へ
の
理
解
が
作
品
の
写
実
性
へ
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

上
演
さ
れ
た
当
時
は
、
ロ
マ
ン
主
義
、
写
実
主
義
、
自
然
主
義
、
象

徴
主
義
な
ど
の
様
々
な
文
学
的
潮
流
が
演
劇
界
で
混
在
し
、
演
出
者

の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
始
め
る
転
換
期
で
も
あ
る
。
『
微
笑
み
を
売

る
女
』
の
創
作
者
た
ち
は
日
本
文
化
に
対
す
る
知
識
の
全
て
を
写
実

的
に
舞
台
上
へ
表
出
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
慮

し
て
作
品
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

-
I三
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
に
よ
る
演
劇
改
革
の
姿
勢

オ
デ
オ
ン
座
の
支
配
人
を
務
め
て
い
た
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
、
役

者
か
ら
演
出
者
へ
と
転
身
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
八
六
二
年
に
コ
ン

48 



セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
を
卒
業
し
て
ジ
ム
ナ
ス
座
に
所
属
し
、
オ
デ
オ

ン
座
に
移
籍
。
舞
台
上
で
活
躍
し
な
が
ら
も
オ
デ
オ
ン
座
の
歴
史
編

纂
や
舞
台
監
督
の
役
職
を
経
て
、
一
八
八
四
年
、
支
配
人
に
昇
格
し

た
。
経
営
の
面
で
は
、
学
生
割
引
や
家
族
割
引
、
古
典
作
品
の
ソ
ワ

レ
割
引
な
ど
を
導
入
し
て
観
客
層
の
多
様
化
を
は
か
っ
た
一
方
で
、

劇
場
の
教
育
的
使
命
を
意
識
し
た
劇
場
運
営
で
、
ゾ
ラ
や
ゴ
ン
ク
ー

ル
兄
弟
な
ど
自
然
主
義
の
作
品
を
積
極
的
に
上
演
演
目
に
組
み
込
ん

だ
。
か
つ
て
支
配
人
は
創
作
に
手
を
出
さ
ず
、
舞
台
監
督
を
中
心
に

と
す
る
演
出
部
の
人
間
が
役
者
の
立
ち
位
置
を
指
定
し
、
そ
こ
へ
美

術
を
組
み
合
わ
せ
る
手
法
が
定
番
だ
っ
た
。
だ
が
ポ
レ
ル
は
自
ら
演

出
し
、
一
八
八
七
年
以
降
は
自
由
劇
場
と
ア
ン
ド
レ
・
ア
ン
ト
ワ
ー

ヌ
の
演
出
を
観
察
し
始
め
、
一
八
九
二
年
に
オ
デ
オ
ン
座
の
支
配
人

を
退
官
し
た
後
も
演
出
者
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

『
微
笑
み
を
売
る
女
』
が
上
演
さ
れ
た
当
時
、
ポ
レ
ル
は
ど
の
よ

う
な
思
想
を
持
っ
て
オ
デ
オ
ン
座
を
経
営
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
明

確
な
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ベ
ル

タ
・
デ
・
フ
ェ
リ
チ
の
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
論

(20) 
文
の
中
に
ポ
レ
ル
の
演
劇
改
革
に
向
け
た
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
ポ
レ
ル
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
る
自

然
主
義
演
劇
作
品
の
誕
生
に
貢
献
し
て
い
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
か
つ

て
小
説
と
演
劇
を
分
断
さ
れ
る
も
の
と
み
な
し
、
小
説
に
お
け
る
自

然
主
義
思
想
を
演
劇
に
持
ち
込
も
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
初
期
の
劇
作
品
は
ロ
マ
ン
主
義
思
想
に
近
い
も
の
で
あ
っ

た
。
小
説
が
戯
曲
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
別
の
劇
作
家
に
依

頼
し
た
も
の
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
自
然
主
義
が
劇
作
品
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ポ
レ
ル
は
ゴ
ン

ク
ー
ル
を
劇
場
に
引
き
込
も
う
と
演
出
に
同
席
し
て
も
ら
う
こ
と
を

提
案
し
、
結
果
と
し
て
『
ジ
ェ
ル
ミ
ニ
・
ラ
セ
ル
ト
ー
』
の
戯
曲

化
、
上
演
(
-
八
八
八
年
十
二
か
）
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
れ
以
降
、
ゴ

ン
ク
ー
ル
は
舞
台
上
で
自
然
主
義
的
な
表
現
を
行
う
こ
と
も
可
能
だ

と
考
え
を
改
め
、
ゾ
ラ
と
並
ぶ
自
然
主
義
「
劇
作
家
」
に
も
な
っ
た

の
で
あ
る
。

当
時
フ
ラ
ン
ス
演
劇
は
過
渡
期
に
あ
り
、
代
表
的
な
自
然
主
義
作

家
の
一
人
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
で
す
ら
揺
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
劇
場
運
営
と
同
時
に
演
出
者

と
し
て
も
活
動
し
、
創
作
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
芸
術
家
た

ち
と
議
論
を
重
ね
、
仲
間
と
し
て
引
き
込
み
な
が
ら
改
革
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ポ
レ
ル
は
、
ま
さ
に
創
作
者
た
ち
を
束

ね
る
と
い
う
演
出
家
の
仕
事
を
オ
デ
オ
ン
座
で
こ
な
し
て
い
た
と
言

え
る
。
そ
し
て
後
に
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
論
考
「
演
出
に
つ
い
て
の

G“) 

お
し
ゃ
べ
り
」
(
-
九
0
三
）
で
「
演
出
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
、
こ
れ
よ
り
も
「
明
瞭
で
芸
術
的
な
表
現
」
は
な
い
と
、
ポ
レ

ル
の
一
九

0
0
年
の
演
劇
博
覧
会
の
集
会
で
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る

に
ま
で
の
存
在
と
な
る
。
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ニ
ー
一
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
創
作

ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
様
々
な
観
客
層
に
対
応
し
て
劇
場
を
運
営
し

て
い
た
が
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
上
演
前
後
は
よ
り
挑
戦
的
な

姿
勢
で
あ
っ
た
。
「
オ
デ
オ
ン
座
の
歴
史
』
で
マ
リ
11
ビ
エ
ー
ル
・

ロ
ッ
ト
ラ
ン
は
「
ポ
レ
ル
は
一
八
八
七
年
九
月
二
十
二
日
に
エ
ミ
ー

ル
・
ゾ
ラ
原
作
、
レ
オ
ン
ア
ン
ニ
ッ
ク
台
本
の
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ

ム
ー
」
を
上
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
計
画
を
確
固
た
る
の
も

(23) 

に
し
、
さ
ら
な
る
野
心
と
と
も
に
自
然
主
義
の
道
を
探
る
」
よ
う
に

な
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
「
ア
ン
ド
レ
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ

(24) 

の
自
由
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
。

ポ
レ
ル
の
「
自
然
主
義
の
道
を
探
る
」
と
い
う
意
図
は
一
八
八
八

年
の
主
要
演
目
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
作
『
告

白
』
は
一
幕
も
の
の
散
文
に
よ
る
会
話
劇
で
、
彼
女
が
初
め
て
執
筆

し
た
役
者
の
演
技
が
中
心
と
な
る
劇
作
品
で
あ
る
。
『
微
笑
み
を
売

る
女
」
を
挟
み
、
次
い
で
発
表
さ
れ
た
の
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
原

(26) 

作
『
罪
と
罰
」
。
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
心
理

の
妙

(l'etrangete
p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
q
u
e
)
」
を
、
彼
の
私
的
な
経
験
に
基
づ

名
“
)

い
て
演
出
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
一
方
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

(28) 

デ
ュ
マ
作
『
カ
リ
ギ
ュ
ラ
』
は
改
作
せ
ず
伴
奏
付
き
の
韻
文
で
上
演

大
衆
に
向
け
た
作
品
づ
く
り

さ
れ
て
い
る
。
彼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
っ
、
古
典
の
ソ
ワ
レ
割
り
引

き
に
対
応
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
年
末
に
は
、
ゴ
ン

ク
ー
ル
作
『
ジ
ェ
ル
ミ
ニ
・
ラ
セ
ル
ト
ー
』
が
新
た
な
自
然
主
義
演

劇
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
実
験
的
、
教
育
的
な

演
目
が
並
ぶ
中
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
み
が
大
衆
に
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
前
後
数

年
の
新
作
を
見
て
も
メ
ロ
ド
ラ
マ
は
こ
の
作
品
の
み
で
、
ポ
レ
ル
に

と
っ
て
こ
の
創
作
も
ま
た
挑
戦
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

で
は
な
ぜ
ポ
レ
ル
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
形
式
で
創
作
す
る
こ
と
に
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
大
衆
を
劇
場
に
呼
び
込
み
、
こ

の
作
品
を
商
業
的
な
成
功
に
導
く
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
メ
ロ

ド
ラ
マ
に
仕
立
て
る
必
要
は
な
い
。
翌
年
の
万
国
博
覧
会
を
見
込
ん

で
の
興
行
で
あ
れ
ば
「
日
本
」
を
題
材
に
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
多
く
の
批
評
家
を
敵
に
回
し
な
が
ら
も
、
同

年
の
実
験
的
な
試
み
を
興
行
と
し
て
成
功
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。
だ
が
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
エ
の
起
用
を
軸
に
し
た
場
合
、

次
の
よ
う
な
考
え
に
至
る
。
彼
女
は
父
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
ェ
ゃ

舞
台
に
立
つ
親
族
の
影
響
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
な
ど
と
の
交
友
関
係

か
ら
、
劇
場
と
の
結
び
つ
き
が
よ
り
強
い
作
家
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
翻
訳
詩
集
『
蜻
蛉
集
』
(
-
八
八
五
）
の
出
版
で
西
園
寺
公
望
や

山
本
芳
翠
ら
日
本
人
と
の
交
流
が
厚
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
当
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時
の
日
本
物
の
創
作
に
お
い
て
、
日
本
研
究
家
が
創
作
の
要
を
担
う

例
は
多
く
な
く
、
ポ
レ
ル
の
求
め
た
自
然
主
義
作
品
を
「
日
本
」
を

用
い
て
表
現
す
る
べ
く
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
に
を
期
待

を
寄
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
は
日
本
に
赴
い
た
こ
と
が
な

い
。
当
時
の
写
実
主
義
、
自
然
主
義
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
を

テ
キ
ス
ト
上
で
担
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
『
蜻
蛉
集
』
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
彼
女
に
と
っ
て
の
日
本
文
化
は
文
学
と
絵
画
に
よ
る
空

想
の
中
に
あ
り
、
日
本
人
の
生
活
を
舞
台
上
に
再
現
す
る
ま
で
の
カ

は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
女
の
文
章
は
父
か
ら
影
響
を
受

け
た
ロ
マ
ン
主
義
の
色
が
強
い
。
そ
の
た
め
ポ
レ
ル
は
挑
戦
的
な
試

み
の
な
か
、
そ
の
対
極
に
あ
る
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
創
作
に
乗
り
出
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ニーニ

台
本
上
の
構
成

そ
も
そ
も
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
指
す
の
か
。
テ

リ
ー
・
ホ
ジ
ソ
ン
著
『
西
洋
演
劇
用
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
文
字

通
り
に
は
「
音
楽
劇
」
で
あ
り
、
伴
奏
音
楽
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ

念
3
)

れ
る
」
作
品
だ
と
さ
れ
る
。
『
微
笑
み
を
売
る
女
」
の
場
合
、
随
所

に
弦
と
木
管
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
第
四
幕
の
江
戸
の
宿
屋
で
は
、

三
味
線
を
持
っ
た
「
歌
手
」
に
よ
っ
て
日
本
風
の
音
階
の
歌
が
披
露

(30) 

さ
れ
る
点
で
音
楽
劇
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
五
幕
構
成
で
あ
る
こ
と

が
定
番
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
ト
マ
ソ
ー
の

7

メ
ロ
ド

ラ
マ
』
に
よ
れ
ば
、
初
期
は
三
単
一
の
法
則
を
遵
守
し
た
三
幕
構
成

が
基
本
と
さ
れ
て
い
た
が
、
オ
ペ
ラ
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
ロ
マ
ン
主
義

演
劇
か
ら
の
影
響
に
よ
り
、
場
所
と
時
の
移
動
を
口
上
で
解
決
す
る

(31) 

方
法
で
五
幕
構
成
が
主
流
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

日
本
を
旅
す
る
詩
人
と
設
定
さ
れ
た
人
物
に
よ
る
口
上
で
夢
の
よ
う

な
日
本
の
光
景
が
語
ら
れ
て
幕
が
開
き
、
五
回
の
場
面
転
換
、
そ
し

て
中
間
の
第
三
幕
の
冒
頭
で
は
時
間
の
流
れ
を
説
明
す
る
長
台
詞
が

入
る
点
で
定
型
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
幕
ご
と
に
転
換
す
る
場
面
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ト
マ

ソ
ー
が
挙
げ
る
「
き
ま
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
定
石
」
の
四
つ
の
場
所

「
藁
ぶ
き
小
屋
」
、
「
森
」
、
「
宿
屋
」
、
「
城
館
」
と
類
似
し
て
い
る
。

彼
は
十
九
世
紀
後
半
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
多
様
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
背

景
と
な
る
場
所
の
種
類
も
そ
の
数
も
多
い
と
断
り
な
が
ら
も
、
メ
ロ

ド
ラ
マ
が
好
む
「
開
か
れ
た
場
所
と
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
」
の
特
徴
と

そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
筋
と
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と

し
て
い
る
。

＿
つ
目
の
「
藁
ぶ
き
小
屋
」
は
「
貧
困
、
あ
る
い
は
幸
福
を
表
す

空
間
で
（

．．． 
）
幸
福
を
表
し
て
い
る
場
合
は
、
一
定
の
空
間
を

仕
切
る
囲
い
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
破
っ
て
悪
者
が
侵
入
し

て
く
る
」
。
二
つ
目
の
「
森
」
は
「
境
界
の
な
い
場
所
か
つ
危
険
と

攻
撃
の
場
所
」
で
あ
り
、
「
と
き
お
り
そ
の
中
央
に
洞
窟
の
よ
う
な
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仮
の
避
難
場
所
が
あ
る
」
。
三
つ
目
の
「
宿
屋
」
は
「
出
会
い
と
対

決

(
.
.
.
 ）
あ
ら
ゆ
る
社
会
層
が
触
れ
合
う
(
・
・
・
)
放
浪
の
中

の
停
泊
地
」
で
あ
る
。
そ
し
て
四
つ
目
の
「
城
館
」
は
「
権
力
と
富

を
表
す
場
所
で
（

．．． 
）
し
ば
し
ば
迷
路
の
よ
う
な
地
下
道
が
あ

(32) 
る」。「
微
笑
み
を
売
る
女
』
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
ま
ず
第
一
幕

の
場
所
は
富
豪
ヤ
マ
ト
の
館
内
、
つ
ま
り
「
城
館
」
で
あ
る
。
こ
の

場
所
は
「
権
力
と
富
を
あ
ら
わ
す
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
屋
敷

の
主
人
で
は
な
く
、
主
演
で
あ
る
妾
の
ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
が
こ
の

館
の
全
て
を
掌
握
し
て
い
る
様
子
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
「
迷
路
の
よ

う
な
地
下
道
」
は
舞
台
上
に
現
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
は
ヤ
マ

ト
が
ル
ビ
に
入
れ
込
む
こ
と
に
頭
を
抱
え
る
本
妻
オ
マ
ヤ
の
苦
悩
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
。
妻
は
夫
と
共
に
、
妾
に
支
配
さ
れ
た
屋
敷
を

取
り
戻
し
た
い
と
働
き
か
け
る
が
、
そ
の
努
力
も
虚
し
く
命
を
落
と

す
こ
と
と
な
る
。

第
二
幕
は
隅
田
川
に
沿
い
に
移
る
。
第
一
幕
で
の
正
妻
オ
マ
ヤ
の

死
を
好
機
と
捉
え
、
妾
の
ル
ビ
は
財
産
を
隠
し
た
上
で
屋
敷
に
火
を

放
つ
、
屋
敷
に
住
む
皆
が
隅
田
川
へ
逃
げ
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

面
は
「
森
」
の
「
境
界
の
な
い
場
所
か
つ
危
険
と
攻
撃
の
場
所
」
と

重
な
る
。
火
災
か
ら
逃
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
更
な
る
危
険
が
一
堂

を
迎
え
る
。
ル
ビ
が
財
産
を
独
り
占
め
に
す
る
た
め
、
元
恋
人
の
シ

マ
バ
ラ
と
結
託
し
て
ヤ
マ
ト
、
正
妻
の
子
イ
ワ
シ
タ
、
乳
母
の
チ
カ

を
殺
害
し
よ
う
と
小
舟
に
誘
う
の
で
あ
る
。
チ
カ
は
ル
ビ
を
怪
し

み
、
イ
ワ
シ
タ
と
共
に
川
岸
に
残
る
が
、
頼
る
当
て
も
な
く
途
方
に

く
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
へ
「
仮
の
避
難
場
所
」
と
し
て
皇
族
マ

エ
ダ
公
が
現
れ
、
養
子
縁
組
が
成
立
す
る
展
開
と
な
る
。

第
三
幕
は
マ
エ
ダ
公
の
も
と
で
成
長
し
た
イ
ワ
シ
タ
が
、
庭
に
た

た
ず
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
庭
で
の
展
開
に
は
「
藁

ぶ
き
小
屋
」
と
り
わ
け
「
貧
困
」
で
は
な
く
「
幸
福
」
の
場
合
に
当

て
は
ま
る
。
こ
れ
ま
で
互
い
の
庭
を
隔
て
る
垣
根
越
し
に
会
話
を
し

て
き
た
イ
ワ
シ
タ
と
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ
ゾ
が
、
こ
の
時
初
め
て
対

面
し
、
愛
を
育
み
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
へ
侵
入
し
て
く
る
「
悪
」

は
養
父
の
マ
エ
ダ
公
だ
。
彼
自
身
が
悪
者
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
こ
こ
で
過
去
の
出
来
事
が
語
ら
れ
、
イ
ワ
シ
タ
を
仇
討
ち

の
旅
へ
と
誘
う
。
幸
福
な
空
間
が
悪
報
に
よ
り
破
ら
れ
る
の
で
あ

る。
旅
先
で
あ
る
第
四
幕
の
江
戸
の
宿
屋
は
ま
さ
し
く
「
宿
屋
」
の
定

石
が
当
て
は
ま
り
、
「
出
会
い
と
対
決
（

．．． 
）
あ
ら
ゆ
る
社
会
層

が
触
れ
合
う
」
展
開
と
な
る
。
貧
富
の
差
の
激
し
い
街
で
、
歌
う
こ

と
で
食
い
つ
な
い
で
き
た
乳
母
と
、
盲
目
と
な
っ
た
実
父
と
再
会
を

果
た
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
人
を
引
き
連
れ
て
大
団
円
と
な
る

は
ず
の
最
終
幕
は
、
第
一
幕
同
様
「
城
館
」
の
場
面
と
な
る
。
た
だ

し
こ
こ
は
マ
エ
ダ
公
の
館
内
で
、
ヤ
マ
ト
の
館
よ
り
も
富
に
満
ち
た

場
所
へ
と
移
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
音
楽
劇
で
あ
る
点
、
口
上
を
含
む
劇
構
造
と
そ

の
内
容
・
展
開
が
定
石
に
則
っ
て
い
る
点
で
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』

は
典
型
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

ニ
ー
三
観
客
の
反
応

興
行
と
し
て
は
成
功
し
た
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
だ
が
、
実
の
と

こ
ろ
劇
評
に
は
批
判
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
物
語
が
ま
さ
に
先
述
し
た
よ
う
に
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
定
型
に

従
っ
て
展
開
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
演
劇
評
論
家
、
劇
作
家

の
ポ
ー
ル
・
メ
ヤ
ン
は
『
ル
・
ペ
イ
』
紙
で
、
「
作
家
が
満
足
し
、

愛
ら
し
く
て
繊
細
な
趣
向
の
詩
的
空
想
を
浪
費
し
た
説
話
的
な
多
く

の
場
面
(
'
,
.
）
作
品
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
私
が
何

度
も
何
度
も
見
た
芝
居
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
作
家
で
I

政
治
・
文
学
討
論
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
紙
記
者
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ル
メ
ー
ト
ル
は
同
紙
で
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
仲
間
は
言
っ
た
（

．．． 
）
「
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
こ

の
作
品
は
非
常
に
ギ
リ
シ
ャ
劇
に
似
て
い
る
」
。
何
し
ろ
、
サ

ル
セ
イ
が
毎
回
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
デ

ネ
リ
ー
の
芝
居
に
も
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇

に
も
あ
り
う
る
・
・
◆
あ
あ
！
な
ん
て
こ
と
だ
、
こ
れ
は
ほ
と

ん
ど
同
じ
こ
と
だ
。
(
.
.
.
 ）
だ
か
ら
こ
れ
は
極
端
に
い
え
ば

ギ
リ
シ
ャ
劇
で
も
あ
る
の
だ
。

こ
の
文
章
の
後
に
、
ル
メ
ー
ト
ル
は
同
業
者
の
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・

サ
ル
セ
イ
と
共
に
洗
い
出
し
た
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
前
時
代
的

な
側
面
を
羅
列
す
る
。
「
デ
ネ
リ
ー
の
芝
居
」
と
い
う
の
は
ア
ド
ル

フ
・
デ
ネ
リ
ー
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
ゾ
ラ
を
嫌

い
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
作
家
、
批
評
家
の
中
で
も
保
守
的
な
思
想
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
。
メ
ヤ
ン
や
ル
メ
ー
ト
ル
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
批
評
家
が
こ
の
よ
う
に
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
構

造
が
西
洋
演
劇
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
作
品
を
「
日

本
」
的
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

批
評
家
た
ち
は
な
ぜ
物
語
の
構
造
が
あ
ま
り
に
も
西
洋
演
劇
的
で

あ
る
こ
と
に
目
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
演
劇
の
枠
組
み

に
日
本
的
な
要
素
を
当
て
は
め
る
手
法
は
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の

前
後
で
も
一
般
的
で
あ
る
。
ゴ
ー
チ
ェ
が
日
本
研
究
家
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
演
劇
に
傾
倒
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

丞〕

ば
、
『
緑
龍
の
尼
寺
』
(
-
八
七
一
）
の
台
本
執
筆
と
監
修
を
務
め
た

レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
も
同
様
で
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
作
品
は
一
八

七
一
年
十
二
月
二
十
二
日
に
ア
テ
ネ
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
座
で
初
演
さ

れ
、
ロ
ニ
ー
は
当
時
東
洋
学
者
と
し
て
日
本
の
文
化
、
演
刺
に
精
通

し
た
人
物
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
一
八
七
一
＿
一
年
に
は
東
洋
学
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者
国
際
会
議
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
林
忠
正
な
ど
駐
仏
の
日
本
人

達
か
ら
の
評
判
は
悪
か
っ
た
が
、
彼
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
の

批
判
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

ゴ
ー
チ
ェ
ヘ
の
批
判
が
集
中
し
た
元
凶
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

が
、
「
微
笑
み
を
売
る
女
』
を
「
日
本
の
正
劇
」
と
銘
打
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
物
の
ほ
と
ん
ど
は
「
喜
劇
」
、
「
オ
ペ

ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
」
、
「
バ
レ
エ
」
な
ど
西
洋
の
劇
形
式
で
あ
る
こ
と
を

明
示
し
て
お
り
、
「
日
本
の
」
と
し
て
い
る
の
は
『
緑
龍
の
尼
寺
』

の
み
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
作
品
の
場
合
は
「
日
本
の
喜
劇
」
と
さ

れ
、
こ
の
場
合
、
作
品
の
構
造
は
重
要
視
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
権
威

者
で
あ
る
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
が
創
作
し
た
こ
と
も
あ
り
批
判
か

ら
免
れ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
ら
ゆ
る
批
評
家
が
、
こ
の
作
品
が
あ
ま
り
に
西
洋
演
劇
に
傾
倒

し
て
い
る
と
指
摘
し
な
が
ら
も
日
本
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
が
い
か
な

る
も
の
か
に
つ
い
て
語
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
オ
デ
オ
ン
座
で
日
本
の

劇
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
、
舞
台
上
に
表
現
さ
れ
た
物
語
は
そ
の
期
待
に
反
し
、
こ
れ
ま
で

目
に
し
て
き
た
よ
う
な
西
欧
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
落
胆

の
矛
先
が
、
彼
女
に
向
け
ら
れ
た
の
だ
と
考
察
す
る
。

こ
の
作
品
が
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
告
知
し
て

お
け
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
批
判
に
晒
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
過
去
の
作
品
と
同
様
に
日
本
的
な
要
素
に
着
目
し
て

(36) 

批
評
し
た
絵
付
き
雑
誌
『
ユ
ニ
ヴ
ェ
ー
ル
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
」
、

(37)

（

38) 

『
ル
・
モ
ン
ド
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
」
、
『
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』
は
、

舞
台
上
の
「
日
本
」
が
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
を
百
も
承
知
で
、
そ

の
表
象
さ
れ
た
成
果
を
称
賛
し
て
い
る
。
以
下
は
『
ル
・
モ
ン
ド
・

イ
リ
ュ
ス
ト
レ
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(
 ..
.
 ）
こ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
輝
か
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
、

素
晴
ら
し
い
演
出
に
よ
っ
て
縁
取
ら
れ
た
。
す
で
に
我
々
に
多

く
の
驚
き
を
提
供
し
た
ポ
レ
ル
氏
は
、
夢
の
よ
う
な
日
本
の
光

景
よ
り
さ
ら
に
愛
ら
し
い
、
理
想
的
な
幻
影
を
我
々
に
送
る
。

風
変
わ
り
で
眩
い
室
内
、
楽
園
、
月
明
か
り
に
青
く
染
ま
る

風
景
が
代
わ
る
代
わ
る
形
に
さ
れ
る
、
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な

舞
台
美
術
の
中
で
、
登
場
人
物
た
ち
は
き
ら
び
や
か
で
柔
ら
か

な
織
物
を
着
て
動
く
。
彼
ら
は
鮮
明
で
趣
の
あ
る
言
葉
を
話

し
、
台
詞
ご
と
に
扇
を
打
つ
音
で
際
立
た
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

(39) 

ま
さ
に
夢
幻
の
国
の
住
人
に
ふ
さ
わ
し
い
。

表
現
さ
れ
た
日
本
像
が
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
輝
か
し
い
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」
や
「
理
想
的
な
幻
影
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
点
は
一
斉
批
判

さ
れ
て
い
な
い
。
挿
絵
付
き
に
限
ら
ず
、
一
般
的
な
新
聞
、
雑
誌
に

お
い
て
も
、
舞
台
美
術
へ
の
日
本
的
な
要
素
の
導
入
に
関
し
て
は
好

意
的
な
評
が
目
立
ち
、
日
本
文
化
が
加
工
さ
れ
い
る
こ
と
に
対
す
る
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三
ー
一
登
場
人
物
の
人
間
性
と
衣
装
表
現

『
微
笑
み
を
売
る
女
」
が
大
衆
を
引
き
込
む
こ
と
の
で
き
る
メ
ロ

ド
ラ
マ
作
品
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
演
出
面

で
は
日
本
物
と
し
て
の
新
し
い
側
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
塗
場
人

物
に
観
客
の
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
ユ
ニ
ヴ
ェ
ー
ル
◆

イ
リ
ュ
ス
ト
レ
」
で
は
「
幻
想
」
の
中
に
あ
る
登
場
人
物
の
人
間
味

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(
 ．．． 
）
す
な
わ
ち
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
チ
エ
娘
が
我
々
を

連
れ
て
行
く
の
は
日
本
で
あ
る
。
変
わ
っ
た
風
習
や
、
奇
妙
な

民
族
文
化
を
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
芝
居
は
深
く
人
間

的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
豊
か
な
題
材
、
ま
ば
ゆ
い
衣
装
、
高
鳴

る
鼓
動
、
揺
れ
動
く
感
情
、
異
世
界
へ
導
か
れ
る
よ
う
な
演
技

が
そ
こ
に
あ
り
、
夢
が
途
切
れ
る
こ
と
も
、
興
味
が
そ
が
れ
る

こ
と
も
な
い
。
日
本
人
が
そ
こ
に
い
る
よ
う
だ
、
た
だ
し
登
場

(40) 

人
物
は
人
間
で
あ
る
。

演
出
に
見
る
新
た
な
試
み

観
客
か
ら
の
疑
問
は
少
な
か
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
「
日
本
の
正
劇
」

と
冠
し
た
こ
と
で
正
統
派
の
批
評
家
を
誘
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
、

批
評
家
同
士
が
議
論
す
る
に
ま
で
発
展
し
た
の
だ
と
も
言
え
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
人
は
「
変
わ
っ
た
」
、
「
奇
妙
な
」
者
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
扇
を
開
き
、
草
履
で
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
と
歩
く
、
煙
び
や
か
な

キ
モ
ノ
を
着
た
滑
稽
な
人
形
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
通
例
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
固
定
概
念
が
あ
る
中
で
、
日
本
人
に
も

人
間
性
が
あ
る
と
い
う
当
然
の
事
実
が
演
技
を
通
し
て
観
客
に
伝

わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
人
物
描
写
に
お
い
て
演
技
の
次
に
重
要
と
な
る
衣
装
に

つ
い
て
も
、
新
た
な
試
み
が
見
ら
れ
る
。
ア
ト
リ
エ
・
ナ
ダ
ー
ル
が

(41) 

撮
影
し
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真
を
見
れ
ば
、
「
微
笑
み
を
売
る
女
』
で

は
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
模
造
品
で
は
な
く
、
日
本
で
製
作
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
着
物
が
一
部
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

登
場
人
物
の
立
場
に
よ
っ
て
細
か
な
衣
装
の
選
択
が
出
来
て
い
る
。

例
え
ば
、
最
初
に
登
場
す
る
ヤ
マ
ト
の
正
妻
オ
マ
ヤ
は
「
ひ
と
り
、

(42) 

青
ざ
め
て
、
苦
悩
し
て
い
る
様
子
」
で
、
夫
が
妾
に
心
を
奪
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
気
に
病
ん
で
い
る
。
彼
女
の
衣
装
は
薄
い
色
合
い
の
蝶

柄
の
小
紋
で
、
細
か
な
柄
の
濃
い
色
の
帯
を
締
め
て
い
る
。
こ
の
役

を
演
じ
る
コ
ジ
ェ
は
、
僕
げ
な
表
情
で
写
真
に
写
っ
て
お
り
、
悲
劇

の
死
を
遂
げ
る
こ
の
登
場
人
物
像
が
蝶
の
持
つ
図
像
学
的
意
味
合
い

(43) 

と
一
致
す
る
。

後
に
登
場
す
る
主
演
で
あ
り
悪
役
の
ル
ビ
の
姿
は
、
オ
マ
ヤ
と
は

対
象
的
だ
。
彼
女
の
衣
装
は
襦
袢
、
小
紋
、
打
掛
と
三
枚
重
ね
で
、

帯
は
前
に
結
ん
で
い
る
。
全
体
的
に
色
が
濃
く
、
打
ち
掛
け
は
金
糸
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の
刺
繍
が
全
面
に
施
さ
れ
て
、
重
厚
感
が
あ
る
。
管
を
放
射
状
に
八
(41) 

本
、
櫛
を
左
右
に
二
枚
ず
つ
挿
し
て
過
剰
な
ほ
ど
に
豪
奢
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
が
正
妻
で
は
な
く
、
妾
に
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
の
は
一
目

瞭
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
衣
装
表
現
と
し
て
驚
く
べ
き
は
、
マ
エ
ダ
公
が
着
用
し
て

い
る
着
物
で
あ
る
。
彼
は
劇
中
で
二
種
類
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
よ

(45) 

う
だ
。
一
着
目
は
小
紋
だ
が
、
絞
り
で
施
さ
れ
た
雲
の
間
に
鏡
な
ど

の
宝
物
の
絵
柄
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
長
い
丈
の
蔦
模
様
の
陣
羽
織
を

(46) 

着
て
い
る
。
そ
し
て
二
着
目
は
五
つ
紋
の
入
っ
た
色
の
濃
い
（
お
そ

ら
く
黒
の
）
着
物
で
あ
る
。
着
物
に
は
鶴
や
菊
な
ど
が
金
糸
で
刺
繍

さ
れ
、
帯
に
は
松
が
配
さ
れ
て
お
り
よ
り
格
式
高
い
。
こ
れ
ら
の
着

物
は
天
皇
の
親
族
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
合
致
し
て
い
る
と
同
時

に
、
五
つ
紋
を
蓑
子
の
婚
礼
の
た
め
に
着
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
大

変
正
確
に
研
究
成
果
を
表
象
し
た
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
衣
装
を
担
当
し
た
者
の
名
前
は
正
式
に
発
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
演
劇
評
論
家
の
ル
ネ
・
ブ
ノ
ワ
が
「
演
劇
と
都
市
の
衣

装
』
誌
に
寄
せ
た
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
劇
評
に
「
前
も
後
も
、

全
て
が
豪
華
な
こ
れ
ら
の
衣
装
は
ヤ
マ
オ
ト

(
Y
a
m
a
h
o
t
o
)

氏
に
着

(47) 

せ
ら
れ
た
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
の
創
作
に
日
本
人
が
関
係
し

て
い
る
と
い
う
言
及
は
他
の
劇
評
に
は
見
当
た
ら
ず
真
偽
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
交
友
関
係
を
鑑

み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
衣
装
は
山
本
芳
翠
が
監
修
し
た
可
能
性
も
あ

三
ー
ニ
恋
物
語
に
よ
っ
て
埋
も
れ
た
主
題

ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
の
場
面
づ
く
り
に
も
、
登
場
人
物
を
引
き
立
て

る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
彼
の
演
出
は
総
じ
て
称
賛
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
が
第
三
幕
の
フ
ル
ー

ル
・
ド
・
ロ
ゾ
の
登
場
で
あ
る
。
卜
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
面
設
定
を
『
ル
・
モ
ン
ド
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
』
と

『
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
』
は
ペ
ー
ジ
全
面
の
大
型
図
版
と
し
て
掲

(49) 

載
し
た
。
画
中
に
は
、
垣
根
を
か
き
分
け
な
が
ら
小
舟
に
乗
っ
て
池

の
中
を
進
む
ヒ
ロ
イ
ン
に
対
し
、
イ
ワ
シ
タ
が
身
を
乗
り
出
し
た

る。

第
三
幕
二
つ
の
庭
が
隣
接
し
、
ッ
タ
や
ツ
ル
植
物
で
覆
わ
れ
た
壁
に

よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
壁
に
は
大
き
な
柵
が
あ
り
、
水
が

互
い
の
庭
へ
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
睡
蓮
が

あ
る
。
春
。
薮
は
花
の
重
み
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
、
あ
た

り
に
は
牡
丹
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
茂
み
。
そ
こ
こ
こ
に
模
造
の

岩
、
漆
塗
り
の
欄
干
の
橋
、
桃
の
木
の
下
に
は
ベ
ン
チ
が
あ

(18) 
る。
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り
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
感
激
し
て
い
る
様
子
も
合
わ
さ
っ
た
―
つ
の
場

面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
彼
の
台
詞
中
の
卜
書
き
に
は
「
イ
ワ
シ

(50) 

タ
は
し
ば
ら
く
の
間
、
言
葉
な
く
彼
女
を
見
入
る
」
と
あ
り
、
そ
の

瞬
間
を
切
り
取
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
絵

付
き
雑
誌
が
登
場
人
物
の
関
係
性
を
表
す
固
版
を
掲
載
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
日
本
物
の
多
く
は
、
舞
台
美
術
の

全
体
像
ま
た
は
、
衣
装
に
注
目
し
た
登
場
人
物
の
単
体
に
注
目
が
集

ま
る
。
日
本
的
な
要
素
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
中
に
描
か
れ
る
人
物
像

が
演
出
家
へ
の
賛
辞
と
共
に
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
例
は
過
去
の
日
本

物
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
、
日
本
物
で
あ
り
な
が

ら
も
物
質
的
な
「
日
本
」
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
関
係
性
に
観
客

の
焦
点
を
合
わ
せ
る
演
出
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

し
か
し
ポ
レ
ル
の
演
出
が
裏
目
に
出
た
側
面
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

観
客
の
関
心
が
若
い
男
女
の
恋
物
語
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

こ
の
第
三
幕
の
美
し
い
見
せ
場
に
よ
っ
て
観
客
の
多
く
は
、
「
微
笑

み
を
売
る
女
』
を
イ
ワ
シ
タ
と
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ
ゾ
の
恋
愛
悲
劇

で
あ
る
と
捉
え
た
。
し
か
し
こ
の
作
品
の
主
題
は
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル

で
あ
る
ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
の
人
生
で
あ
り
、
彼
女
を
軸
に
物
語
を

解
釈
し
た
場
合
そ
の
主
題
は
大
き
く
異
な
る
。

彼
女
が
ヤ
マ
ト
の
妾
に
な
っ
た
の
は
愛
情
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
が
目
的
で
あ
っ
た
。
第
一
幕
の
彼
女
の
独
白

で
明
か
さ
れ
る
心
情
は
、
家
柄
の
良
い
女
性
へ
の
憎
し
み
、
幸
せ
に

生
き
た
い
と
い
う
切
実
な
願
い
で
あ
る
。

た
時
、
あ
る
人
物
へ
の
愛
情
に
気
づ
く
。

そ
し
て
本
心
が
暴
露
さ
れ

ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
彼
女
と
そ
の
同
族
に
対
す
る
私
の
憎

し
み
は
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
激
し
く
な
っ
た
！
だ
か
ら
な
ん
だ

と
い
う
の
！
全
て
の
貧
困
に
追
い
や
ら
れ
た
少
女
た
ち
，

．． 

貧
困
に
追
い
や
ら
れ
た
私
の
両
親
は
私
を
売
り
、
引
き
渡
し

た
。
私
は
傲
慢
な
主
人
の
軽
蔑
を
謙
虚
に
受
け
入
れ
る
し
か
な

か
っ
た
。
不
自
由
な
く
生
ま
れ
て
き
た
？
い
い
え
！
違
う
！
つ

い
に
顔
を
上
げ
る
時
が
き
た
！
尊
敬
さ
れ
る
時
が
き
た
！
幸
せ

に
な
る
時
が
来
た
！
幸
せ
に
1
•

そ
れ
で
も
こ
の
家
に
は
私
の
求

め
る
幸
運
は
な
い
。
私
が
愛
す
る
の
は

．
．
．
 
（
 

．．． 
）
私
は

自
分
の
夢
へ
と
、
が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進
む
。
気
品
も
慈
悲
も

望
ま
な
い
。
ト
ラ
た
ち
は
寛
大
に
も
、
愛
す
る
人
の
た
め
に
戦

う
愛
に
夢
中
に
な
っ
た
女
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
ル
ビ
は
自
ら
の
願
望
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
ヤ
マ
ト
の

財
を
奪
う
ば
か
り
か
、
想
い
を
寄
せ
る
シ
マ
バ
ラ
と
共
に
殺
人
ま
で

企
て
る
。
そ
し
て
郊
外
に
逃
れ
て
シ
マ
バ
ラ
の
子
を
宿
し
、
そ
の
娘

が
幸
運
に
も
皇
族
へ
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
最
終
幕
で
は
婿
と
な
る
男
は
か
つ
て
自
分
が
窮
地
に
陥
れ
た
人

物
の
息
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
ら
の
幸
せ
を
追
い
求
め
る
あ
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ま
り
過
ち
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
娘
を
も
不
幸
に
し
た
自
分
を
恥
じ
、

自
害
す
る
こ
と
を
選
ぶ
。

野
心
に
よ
る
身
の
破
滅
は
ロ
マ
ン
主
義
文
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

の
娼
婦
の
物
語
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
女
性
の
経
済
的
自
立
と
地

位
の
向
上
、
娼
婦
と
な
っ
た
女
性
の
恋
愛
に
よ
る
心
の
ね
じ
れ
は
、

ト
マ
ソ
ー
が
説
明
す
る
「
自
然
主
義
的
風
俗
物
」
に
通
ず
る
。
メ
ロ

ド
ラ
マ
の
主
題
は
当
初
よ
り
「
子
ど
も
と
の
再
開
、
遺
産
の
相
続
、

決
闘
、
嫉
妬
、
結
婚
、
不
釣
り
合
い
な
縁
組
み
と
い
っ
た
家
庭
問

題
」
だ
っ
た
が
、
時
代
の
変
化
と
共
に
社
会
格
差
や
偏
見
が
加
わ
り

「
風
俗
物
」
あ
る
い
は
「
反
社
交
界
物
」
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀
中

頃
に
は
さ
ら
に
富
と
貧
困
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
生
き
い
き
と
し
た
社
会
的
環
境
の
描
写
、
つ
ま
り
自
然
主

義
的
な
美
学
が
自
ず
と
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然

主
義
と
社
会
主
義
が
一
体
化
し
た
よ
う
な
作
品
が
「
自
然
主
義
的
風

俗
物
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
微
笑
み
を
売
る
女
』
は
視
覚
的
な
表
現
に
お
け
る
見
せ
場
に

よ
っ
て
、
若
い
男
女
の
恋
愛
悲
刺
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
が
背
負
う
主
題
は
、
実
の
と
こ
ろ
自
然
主
義

的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
ー
三
登
場
人
物
の
抱
え
る
葛
藤

主
題
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
人
物
描
写
に
お
い
て
も
自
然
主
義
的

な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
「
演
劇
に
お
け
る
自
然

名＂）

主
義
」
(
-
八
七
九
）
で
登
場
人
物
を
い
か
に
描
く
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(
 ．．． 
)
悪
を
前
に
し
て
も
善
を
前
に
し
て
も
、
我
わ
れ
は
泰

然
自
若
と
し
て
冷
静
な
分
析
に
努
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
実
に
罪
深
い
(••• 

)
あ
ま
り
に
真
実
を
語
り
始
め
る

と
、
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
（

．．． 
）
完
璧

な
健
康
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
、
完
全
無
欠
の
善
良
さ
は
存
在

し
な
い
。
(
.
.
.
 ）
す
べ
て
の
人
間
に
人
獣
の
素
質
が
あ
る
。

(
 ..
.
 )
あ
の
ま
っ
た
く
公
平
な
若
者
た
ち
は
、
大
地
と
繋

が
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
を
そ
こ
に
つ
な
ぎ
止
め
る
に
は
、
全
て

(54) 

を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ゾ
ラ
は
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
「
審
判
を
下
す
こ
と
な
く
悪

党
と
善
人
と
を
等
し
く
登
場
さ
せ
」
批
判
を
受
け
た
が
、
こ
の
こ
と

が
ま
さ
に
「
微
笑
み
を
売
る
女
』
で
も
行
わ
れ
る
。
メ
ロ
ド
ラ
マ
に

お
け
る
―
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
自
然
主
義
は
社
会
問
題
を
主
題
(55) 

と
し
な
が
ら
も
、
「
善
は
危
機
一
髪
で
救
わ
れ
、
悪
は
苦
況
に
陥
る
」

と
い
う
典
型
的
な
結
末
に
行
き
着
く
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
終
幕
で

ヒ
ー
ロ
ー
の
イ
ワ
シ
タ
は
親
の
仇
で
あ
る
悪
役
ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ

を
打
ち
、
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ
ゾ
と
結
ば
れ
て
大
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団
円
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ル
ビ
が
ロ
ゾ
の
親
で
あ
る
こ
と
で

こ
の
善
悪
の
構
図
が
崩
れ
、
こ
の
物
語
の
結
末
で
は
様
々
な
癌
藤
が

描
か
れ
る
。

こ
の
場
面
は
ロ
ゾ
と
イ
ワ
シ
タ
の
婚
礼
に
つ
い
て
話
し
合
う
た

め
、
マ
エ
ダ
の
邸
宅
に
ル
ビ
と
ロ
ゾ
が
訪
ね
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
そ
こ
ヘ
イ
ワ
シ
タ
が
ヤ
マ
ト
と
チ
カ
を
連
れ
帰
る
。
ル
ビ
は

「
二
人
と
も
生
き
て
い
る
！
（

．．． 
）
イ
ワ
シ
タ
ー
．
彼
の
息
子
ー
・
」

と
青
ざ
め
る
。
彼
女
は
自
分
が
殺
人
は
完
全
犯
罪
だ
と
信
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
い
マ
エ
ダ
に
、
ヤ
マ
ト
と
チ
カ

は
過
去
の
恨
み
を
語
り
始
め
る
。
そ
し
て
イ
ワ
シ
タ
の
「
あ
あ
ー
•
こ

の
苦
し
み
で
彼
女
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？
」
と
い
う
台
詞

を
き
っ
か
け
に
、
彼
ら
の
仇
討
ち
の
意
志
が
高
ま
り
、
イ
ワ
シ
タ
は

短
剣
を
手
に
取
る
。
そ
こ
へ
割
っ
て
入
る
の
が
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ

ゾ
で
あ
る
。

フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ
ゾ
あ
な
た
は
母
を
殺
す
の
ね
ー
・

（
 ．．． 
）
私
は
母
が
あ
な
た
た
ち
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知

ら
な
い
。
で
も
彼
女
は
私
の
母
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

の
！
犠
牲
者
が
必
要
な
ら
、
私
が
い
る
わ
！
や
り
な
さ
い
、
私

は
抵
抗
し
な
い
！
（

．．． 
）
人
生
は
も
う
私
に
は
価
値
の
な

い
も
の
よ
。

ロ
ゾ
が
イ
ワ
シ
タ
に
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
で
彼
の
感
情
は
憎
し
み

と
愛
情
の
間
で
揺
れ
始
め
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
自
身
の
母
と
チ
カ

の
た
め
に
「
正
義
を
成
し
遂
げ
」
そ
し
て
自
ら
命
を
絶
つ
と
宣
言
す

る
。
ヒ
ー
ロ
ー
と
ヒ
ロ
イ
ン
の
関
係
は
こ
こ
で
完
全
に
引
き
裂
か
れ

る
。
そ
し
て
ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
は
死
を
覚
悟
し
な
が
ら
、
自
ら
命

を
絶
つ
な
ら
「
復
饂
を
す
る
必
要
は
な
い
」
と
イ
ワ
シ
タ
を
制
す
る

チ
カ
に
向
け
て
心
情
を
吐
露
し
始
め
る
。

ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
復
器
を
す
る
必
要
が
な
い
女
だ
と
、

誰
が
あ
な
た
に
言
っ
た
の
？
そ
し
て
あ
な
た
は
信
じ
て
い
る
の

か
し
ら
、
あ
な
た
の
女
主
人
が
私
に
ま
だ
復
讐
し
て
い
な
い

と
？
そ
ん
な
こ
と
な
い
の
よ
ー
．
私
は
苦
し
ん
だ
・
・
・
シ
マ
バ

ラ
は
弱
い
人
間
だ
け
れ
ど
、
殺
人
者
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
て

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
（

．．． 
）
私
は
何
年
も
の
間
、
自
責

の
念
の
中
に
彼
を
見
つ
め
て
き
た
。
そ
し
て
絶
望
の
中
で
枯
れ

果
て
て
し
ま
っ
た
。
（

．．． 
）
も
し
私
の
お
ぞ
ま
し
い
過
去
が

子
供
に
暴
露
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
1
;
•
•

そ
し
て
そ
れ
は
訪

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
日
！
（

．．． 
）
こ
の
高
貴

で
若
い
方
を
卑
し
く
も
死
刑
執
行
人
に
さ
せ
る
し
か
な
い

イ
ワ
シ
タ

(56) 

あ
！

（
 ．．． 
）
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
！
あ

59 



の
？
い
い
え
！
全
く
！
私
は
そ
れ
を
望
ま
な
い
。
彼
の
母
も
全

ニ＂｝

く
望
ま
な
い
(••• 

)。

彼
女
は
こ
の
台
詞
の
後
に
、
イ
ワ
シ
タ
の
元
に
あ
る
短
剣
を
手
に

し
、
胸
を
突
く
。
「
お
母
さ
ん
ー
•
お
母
さ
ん
！
」
と
叫
ぶ
娘
に
向

か
っ
て
母
は
最
後
の
言
葉
を
か
け
る
。

ク
ー
ル
・
ド
・
ル
ビ
勇
気
を
持
っ
て
、
愛
し
い
子
！

(
 ．．． 
)
あ
な
た
の
心
が
選
ん
だ
人
と
幸
せ
に
生
き
て
。
そ
れ

が
私
の
願
い
ー
•
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
ロ
ゾ
！
死
が
ふ
た
り
を
分
か

（邸）

つ
ま
で
そ
れ
に
従
っ
て
1
・

こ
の
台
詞
か
ら
、
彼
女
の
死
の
動
機
が
自
責
の
念
の
み
な
ら
ず
、
子

へ
の
愛
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ル
ビ
は
自
ら
が
死
ぬ

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ワ
シ
タ
た
ち
が
抱
く
恨
み
を
断
ち
切
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
終
幕
で
表
現
さ
れ
た
三
者
、
悪
を
討
伐
し
き
れ

な
か
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
、
悲
愴
に
暮
れ
る
ヒ
ロ
イ
ン
、
自
ら
浄
化
し
た

悪
役
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
典
型
を
覆
す
人
物
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

三
ー
四
型
破
り
な
終
幕
と
劇
空
間

「
登
場
人
物
が
抱
え
る
葛
藤
」
と
い
う
点
で
は
、

イ
ワ
シ
タ
、

ロ

ゾ
、
ル
ビ
の
三
者
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
最
終
幕
で
は
全
て
の
登
場

人
物
が
抱
え
る
矛
盾
が
暴
露
さ
れ
る
。
マ
エ
ダ
、
ヤ
マ
ト
と
チ
カ
も

加
わ
り
、
舞
台
上
に
立
つ
全
員
が
代
わ
る
代
わ
る
に
発
言
し
、
台
詞

に
は
呼
び
か
け
や
相
手
に
対
す
る
感
情
の
吐
露
も
多
く
、
視
覚
的
に

も
登
場
人
物
の
関
係
性
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ル
ビ
を
中
心
に
混

乱
の
連
鎖
が
生
じ
、
台
詞
が
短
く
な
る
一
方
で
行
動
を
示
す
卜
書
き

も
増
え
る
。
皆
の
動
き
が
落
ち
着
い
て
き
た
か
と
思
う
と
、
ル
ビ
の

後
海
の
長
台
詞
に
繋
が
り
、
彼
女
は
自
害
し
、
ロ
ゾ
は
泣
き
叫
び
、

マ
エ
ダ
公
が
「
泣
き
な
さ
い
、
娘
よ
！
（

．．． 
）
お
前
の
涙
は
彼

(59) 

女
の
死
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
い
う
一
言
で
幕
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
各

場
面
で
の
会
話
は
主
に
二
人
か
ら
三
人
で
行
わ
れ
た
が
、
一
同
が
当

時
に
舞
台
上
に
介
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
は
終
幕
の
ア
ク
テ
ィ

ン
グ
エ
リ
ア
を
他
の
場
面
と
比
較
し
て
も
狭
く
設
計
し
て
お
り
、
舞

台
正
面
に
対
し
て
斜
め
に
区
切
ら
れ
た
特
徴
的
な
空
間
を
採
用
し
て

い
る
。
ア
ン
ド
レ
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
は
演
出
の
際
に
考
慮
す
べ
き
空

間
設
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

建
築
上
の
真
実
ら
し
さ
を
考
慮
し
な
が
ら
出
入
り
口
を
自
然

な
場
所
に
配
置
し
、
こ
の
装
置
の
外
側
に
あ
る
部
屋
や
、
出
入

り
口
の
先
に
あ
る
玄
関
を
正
確
に
示
し
、
固
面
を
引
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ド
ア
の
す
き
間
か
ら
一
部
し
か
見
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え
な
い
こ
と
に
な
る
こ
れ
ら
の
部
屋
に
、
図
面
上
で
家
具
を
配

置
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
言
で
い
え
ば
、
筋
が

展
開
す
る
場
所
の
周
囲
に
、
一
見
丸
ご
と
家
を
た
て
て
し
ま
わ

(60) 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
自
然
主
義
的
空
間
と
い
う
の
は
、
観
客
が
舞
台
上
に
認
め

ら
れ
る
そ
の
奥
の
空
間
ま
で
を
想
像
さ
せ
る
ほ
ど
に
、
現
実
的
な
っ

く
り
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
筋
朋
の
『
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

(61) 

の
萌
芽
]
に
よ
れ
ば
、
自
然
主
義
的
な
舞
台
美
術
は
本
物
を
装
置
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
装
置

の
役
割
は
俳
優
に
働
き
か
け
て
そ
の
演
技
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
の
が
自
然
主
義
的
演
出
の
思
想
で
あ
る
。

舞
台
装
置
の
構
造
の
点
か
ら
述
べ
れ
ば
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』

の
最
終
幕
は
他
の
四
場
面
と
比
較
し
て
最
も
緻
密
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
定
石
の
―
つ
で
あ
る
「
城
館
」
の
要
素
を
担
っ

(62)

（

63) 

た
序
幕
ヤ
マ
ト
の
館
と
終
幕
マ
エ
ダ
公
の
館
の
構
造
を
比
較
す
れ
ば

そ
の
差
は
明
ら
か
だ
。

ヤ
マ
ト
の
館
は
左
右
対
象
の
構
造
で
、
立
方
体
を
並
べ
た
単
純
な

空
間
で
あ
る
。
出
入
り
が
可
能
な
の
は
上
下
の
袖
と
、
奥
の
パ
ネ
ル

に
開
け
ら
れ
た
円
形
の
出
入
り
口
の
三
箇
所
で
あ
る
。
背
景
幕
に
描

か
れ
た
立
ち
並
ぶ
家
屋
の
屋
根
で
、
こ
の
空
間
が
一
般
的
な
建
築
物

よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
以
外
に
こ
の
建

築
物
に
関
す
る
情
報
は
少
な
い
。
中
央
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
繋
が
る

三
段
の
み
の
階
段
が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
壺
と
等
が
飾
ら
れ
て
る
。

第
四
の
壁
が
取
り
除
か
れ
た
単
純
で
無
機
質
な
箱
の
中
に
、

H
本
の

品
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
マ
エ
ダ
公
の
屋
敷
は
、
舞
台
正
面
に
対
し
て
斜
め
に
パ
ネ

ル
が
構
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
遠
近
法
を
用
い
て
大
変
広
い

室
内
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。
室
内
空
間
は
手
前
、
中
、
奥
の
三

つ
で
、
一
番
奥
は
書
割
に
描
か
れ
た
絵
で
あ
り
な
が
ら
繊
細
な
設
定

で
あ
る
。
中
央
の
室
内
空
間
の
上
手
に
は
縁
側
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
庭
へ
と
繋
が
る
。
そ
こ
か
ら
の
景
色
は
建
物
の
立
地
や

敷
地
の
広
さ
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
出
入
り
口
が
上
手
に
集
中
し

て
お
り
、
縁
側
の
手
前
延
長
線
上
の
袖
幕
中
に
玄
関
が
配
置
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
現
実
的
な
印
象
を
受
け
る
。
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
が
後
に

確
立
し
た
自
然
主
義
的
な
空
間
づ
く
り
は
、
最
終
的
に
書
割
か
ら
建

て
込
み
へ
と
変
化
す
る
が
、
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
に
お
い
て
は
そ

こ
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
幕
ご
と
に
劇
的
に
場
面
の
変
わ
る
メ
ロ

ド
ラ
マ
で
は
建
て
込
み
が
困
難
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
舞
台
ツ

ラ
に
対
し
て
並
行
で
な
い
書
き
割
り
に
つ
い
て
は
、
吊
り
込
め
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
書
き
割
り
を
用
い
な
が
ら
も
複
雑
な
空
間
を
創
り
出
そ
う

と
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
場
面
に
俳
優
が
入
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
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と
、
序
幕
は
登
場
人
物
に
対
し
て
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
が
広
く
、

終
幕
は
狭
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
前
者
は
「
配
置
」
に
よ
り

役
柄
の
関
係
性
を
描
く
こ
と
に
、
後
者
は
細
か
な
「
動
作
」
に
よ
り

物
語
を
動
か
す
こ
と
に
優
れ
て
い
る
空
間
で
あ
る
。
空
間
が
広
い
場

合
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
役
者
を
配
置
す
る
と
登
場
人
物
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
同
士
の
接
触
が
減
る
。
立
ち
位
置
が
大
き
な

意
味
を
持
ち
、
独
白
を
中
心
と
し
た
台
詞
に
よ
り
物
語
を
展
開
し
て

い
く
の
に
適
し
た
空
間
で
あ
る
。
終
幕
は
主
要
な
登
場
人
物
が
使
用

可
能
な
舞
台
面
の
三
分
の
一
の
空
間
に
押
し
込
め
ら
れ
る
。
自
ず
と

距
離
は
縮
ま
り
、
感
情
を
原
動
力
と
し
た
劇
的
な
振
る
舞
い
に
適
し

た
空
間
で
あ
る
。
最
終
幕
で
は
卜
書
き
の
指
示
が
細
か
い
。
特
に
短

刀
を
誰
が
握
り
、
落
と
し
、
拾
い
、
誰
に
そ
の
刃
先
を
向
け
る
の
か

が
記
さ
れ
て
い
る
。
凶
器
と
そ
れ
に
伴
う
危
機
を
表
現
す
る
に
も
、

限
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。

『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の
終
幕
に
お
い
て
、
完
全
な
自
然
主
義
的

な
空
間
設
定
が
で
き
て
い
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
第
五
幕
の
演

出
に
つ
い
て
は
他
の
場
面
と
比
較
し
て
も
「
俳
優
の
行
動
に
働
き
か

け
て
演
技
を
つ
く
る
」
空
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
建
築

的
に
説
得
力
の
あ
り
、
書
き
割
り
な
が
ら
複
雑
な
構
造
、
ア
ク
テ
ィ

ン
グ
エ
リ
ア
の
制
限
は
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル
が
行
お
う
と
し
た
革
新
の

一
部
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
微
笑
み
を
売
る
女
』
は
、
そ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
う
劇
形
式
が

賛
否
を
分
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
作
品
が
西

洋
の
普
遍
的
な
主
題
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
当
時
の
批
評
家
の
指

摘
に
習
い
、
こ
の
作
品
の
テ
ク
ス
ト
が
い
か
に
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
で
、

ギ
リ
シ
ャ
劇
と
類
似
し
て
い
る
の
か
が
分
析
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
当
時
の
観
客
が
指
摘
し
な
か
っ
た
点
、
つ
ま
り
無
意
識
の
う
ち
に

観
客
が
受
け
取
っ
た
事
柄
に
目
を
向
け
る
と
、
以
前
の
日
本
物
の
創

作
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
要
素
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
ト
マ
ソ
ー
は
著
書
「
メ
ロ
ド
ラ
マ
』
で
そ
の
作
品

の
分
析
の
難
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。

演
劇
は
「
大
衆
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
と
、
一
気

に
敵
意
の
あ
る
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
る
。
(
.
.
.
 )
あ
い
か
わ
ら

ず
文
学
と
い
う
様
式
だ
け
を
基
準
に
し
て
演
劇
作
品
の
是
非
が

判
断
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
メ
ロ
ド
ラ

マ
は
（

．．． 
）
文
学
的
才
能
は
な
い
が
劇
的
セ
ン
ス
に
恵
ま

れ
た
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
(
.
.
.
 ）
じ
じ

つ
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
う
芸
術
の
成
功
は
劇
的
状
況
の
設
定
、

見
事
な
舞
台
機
構
、
役
者
の
技
贔
な
ど
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め

四

結

び
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て
多
い
。
(
.
.
.
 ）
い
ま
で
は
上
演
記
録
簿
と
過
去
の
論
評
に

み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
貴
重
な
思
い
出
の
記
の
み
が
手
が
か
り

(“) 

に
な
る
だ
け
で
あ
る
。

幸
い
こ
の
作
品
は
、
十
九
世
紀
に
創
作
さ
れ
た
日
本
物
の
中
で

も
、
様
々
な
角
度
か
ら
作
品
を
捉
え
た
資
料
が
数
多
く
残
っ
て
い

た
。
敵
意
や
偏
見
を
極
力
取
り
除
き
、
先
行
研
究
が
分
析
し
き
れ
て

い
な
か
っ
た
演
出
を
軸
に
こ
の
作
品
を
捉
え
る
と
、
登
場
人
物
を
中

心
と
し
た
作
品
作
り
が
『
微
笑
み
を
売
る
女
」
の
要
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
善
悪
の
判
断
が
つ
け
難
い
人
物
像
、
異
国
の
人

物
で
あ
り
な
が
ら
共
感
し
や
す
い
演
技
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
縁
ど
る

よ
う
な
美
術
。
こ
れ
ら
は
大
衆
演
劇
な
が
ら
同
時
代
の
革
新
的
な
動

向
と
分
離
し
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
作
品
の

総
体
と
し
て
は
過
去
の
劇
作
の
色
が
強
い
。
そ
れ
は
一
八
八
八
年
に

上
演
さ
れ
た
他
の
作
品
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
残
念
な
が

ら
こ
の
作
品
の
革
新
的
な
目
論
見
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
中
で
観
客
に
伝

わ
る
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

だ
が
こ
の
後
の
作
品
を
見
る
と
、
こ
の
作
品
が
フ
ラ
ン
ス
の
劇
場

で
創
作
さ
れ
る
日
本
物
の
新
た
な
基
準
と
な
っ
た
よ
う
に
も
思
え

る
。
つ
ま
り
こ
れ
を
機
に
舞
台
上
に
表
現
さ
れ
る
「
日
本
」
に
も
、

新
時
代
の
求
め
ら
れ
る
「
真
実
性
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
に
フ
ラ
ン
ス
で
好
評
を
集
め
る

こ
と
と
な
る
日
本
物
は
、
小
説
を
原
作
に
し
た
『
お
菊
さ
ん
』
（
一

(65) 

八
九
三
）
と
『
蝶
々
夫
人
』
（
パ
リ
初
演
一
九
〇
六
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
小
説
は
日
本
で
の
滞
在
経
験
が
元
と
な
っ
て
創
作
さ
れ
、
舞
台
化

に
お
い
て
も
日
本
研
究
が
再
度
行
わ
れ
た
。

『
お
菊
さ
ん
』
に
お
い
て
は
、
小
説
で
表
現
さ
れ
た
日
本
の
女
性

像
が
フ
ラ
ン
ス
人
男
性
の
偏
見
の
内
に
あ
る
と
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

(66) 

レ
ガ
メ
に
よ
っ
て
抗
議
が
あ
り
、
劇
場
版
で
は
日
本
人
を
尊
重
し
た

設
定
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劇
場
外
で
も
日
本

人
の
人
と
な
り
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
作
品
と
な
っ

て
い
る
面
も
あ
る
。
日
本
人
の
精
神
性
が
描
写
さ
れ
る
劇
作
品
の
創

作
は
そ
の
後
も
続
き
、
日
露
戦
争
後
は
主
人
公
が
女
性
か
ら
男
性
へ

と
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

一
九

0
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
演
劇
の
革
命
』
で
は
、
『
微

笑
み
を
売
る
女
」
と
比
較
し
て
当
時
の
日
本
物
か
ら
「
新
し
さ
に
よ

る
最
高
の
魔
法
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
演
劇
人
が
、
「
日
本
」
を
表
象
す
る
際
に

物
質
的
な
表
現
に
頼
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
は
ま
さ
に
、
「
幻
想
」
か
ら

「
真
実
」
へ
と

H
本
的
な
要
素
が
移
さ
れ
る
過
程
に
あ
る
作
品
だ
。

「
日
本
と
い
う
魔
法
」
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
う
大
衆
的
な
劇
形
式
の

中
で
絶
頂
に
達
し
た
。
そ
の
魔
法
の
強
さ
ゆ
え
、
ポ
ー
ル
・
ポ
レ
ル

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
革
新
に
観
客
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
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の
だ
ろ
う
。

(
1
)
本
論
文
で
は
L
a
M
r
c
h
a
n
d
e
 d
e
 sourires
を
「
微
笑
み
を
売
る
女
』
と

訳
す
。
こ
の
作
品
は
長
年
『
微
笑
み
売
り
』
と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
吉

田
順
子
が
『
詩
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
自

然
と
人
間
」
（
二

0
―
二
）
で
『
微
笑
み
を
売
る
女
商
人
』
と
し
た
。
吉

田
が
「
m
a
r
c
h
a
n
d
e
」
の
女
性
形
を
明
確
に
し
た
点
を
採
用
し
つ
つ
、
「
売

る
」
と
「
女
商
人
」
が
重
言
で
あ
る
こ
と
、
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
が
商
人

で
は
な
い
こ
と
か
ら
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
と
し
た
。

(
2
)
G
A
U
T
I
E
R
,
 Judith, 
"J a
p
o
n
a
i
s
e
s
 
d
u
 J
 ap
o
n
 et 
j
a
p
o
n
a
i
s
e
s
 
d
e
 

P
a
r
i
s
,
'
'
F
e
m
i
n
a
.
 le 
1
6
 janvier. 
1907, p. 
35. 

(
3
)
『
現
代
演
劇
の
革
命
』
で
は
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
以
外
に

H
本
物

を
執
筆
し
た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
劇
作
家
は
見
当
た
ら
な
い
。
彼

女
が
執
鉦
し
た
日
本
を
題
材
と
す
る
戯
曲
は
『
微
笑
み
を
売
る
女
』
の

ほ
か
、
一
九

0
七
年
に
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
座
で
上
演
さ
れ
た
『
愛
の
姫

た
ち
」
が
あ
る
。
こ
の
作
品
の
報
道
は
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
』
の
パ
リ

初
演
(
-
九

0
六
）
を
上
回
る
大
々
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
作
品
の

評
価
は
当
時
か
ら
高
く
は
な
か
っ
た
。

(
4
)
S
E
C
H
E
,
 A
l
p
h
n
s
e
 et B
E
R
T
A
U
D
,
 Jules, L
'
E
v
o
l
u
t
i
o
n
 d
u
 theatre 

g12ten1Porai12、
Paris,
Societe D
V
 me
r
c
u
r
e
 d
e
 F
r
a
n
c
e
,
 1908, p. 

285,286. 

(
5
)
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
に
、

J
o
a
n
n
a

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
『

J
u
d
h
i
t
h
Gautier. a
 Bi
o
g
r
a
p
h
y』

Q
u
a
r
t
e
t
B
o
o
k
s
 

注

（
一
九
八
六
）
、

Bettina
K
N
A
P
P

『Judith
Gautier, u
n
e
 intellectuelle 

francaise libertaire 
(1845,1917)
』
H
a
r
m
a
t
t
a
n
(

―

1
0
0
七
）
、
吉

川
順
子
「
詩
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
こ
ン
ユ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
自
然

と
人
間
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
（
二

0
―
二
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(6)
フ
ラ
ン
ス
演
劇
に
お
け
る
、
日
本
の
要
素
の
使
用
は
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー

の
『
緑
龍
の
尼
寺
j

が
初
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
日
本
の
品
」

が
登
場
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
一
八
五
八
年
初
演
の
『
日
本
の
コ

ガ
ネ
ム
シ
」
や
一
八
六
六
年
初
演
の
「
日
本
の
百
合
』
な
ど
が
あ
る
。

(7)
＋
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
演
劇
を
軸
に
上
演

さ
れ
た
の
日
本
物
の
う
ち
、
初
演
年
と
劇
場
が
解
明
さ
れ
て
い
る
の
は

次
の
通
り
。

1
8
5
8
 L
e
 H
a
n
n
e
t
o
n
 d
u
 J
a
p
a
n
 d
e
 L
a
u
z
a
n
n
e
 et 
D
u
v
e
r
t
 (
l
e
 2
7
 

m
a
r
s
 1858, P
a
l
a
i
s
,
R
o
y
a
l
l
 

1
8
6
6
 L
e
 L
i
s
 d
u
 J
a
p
a
n
 
d
e
 G
e
o
r
g
e
 S
a
n
d
 (
l
e
 
1
4
 
a
o
u
t
 
1866, 

V
a
u
d
e
v
i
l
l
e
)
 

1
8
7
1
 
L
e
 C
o
u
v
e
n
t
 d
u
 d
r
a
g
o
n
 vert d
e
 L
e
o
n
 d
e
 R
o
s
n
y
 (
l
e
 2
2
 

d
e
c
e
m
b
r
e
 1871, A
t
h
e
n
e
e
)
 

1
8
7
2
 L
a
 P
r
i
n
c
e
s
s
e
 j
a
u
n
e
 d
e
 C
h
a
r
l
e
s
 C
a
m
i
l
l
e
 S
a
i
n
t
,
S
a
e
n
s
 (
l
e
 

1
2
 juin 1
8
7
2
,
0
p
e
r
a
,
C
o
m
i
q
u
e
)
 

1
8
7
6
 L
a
 B
e
l
l
e
 
Saiizara 
d'Aristide 
H
i
g
n
a
r
d
 (
l
e
 
1
5
 m
a
i
 1876, 

O
d
e
o
n
)
 

1
8
7
6
 L
e
 K
o
s
i
k
i
 d
e
 B
u
s
n
a
c
h
 et 
L
i
o
r
a
t
 
(
l
e
 
1
8
 
o
c
t
o
b
r
e
 
1876, 

R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
)
 

1
8
7
9
 
Y
e
d
d
a
 d
'
O
l
i
v
i
e
r
 M
e
t
r
a
 (le 1
7
 janvier 1
8
7
9
,
0
p
e
r
a
)
 

1
8
7
9
 
Y
a
m
a
t
o
 d
e
 G. 
B
e
r
t
r
a
n
d
 (
l
e
 2
3
 fevrier 
1879, T
h
e
a
t
r
e
 d
e
 

64 



la 
Gaite) 

1883 M
a
 c
a
m
a
r
a
d
e
 d'Henri M

e
i
h
a
c
 et 
Meilhac Gille 

(le 
9
 

octbre 1883, Palais-Royal) 

1888 L
a
 M
a
r
c
h
a
d
e
 de sourires de Judith Gautier (le 21 

avril 

1888, O
d
e
o
n
)
 

1890 L
e
 Reve de Joseph H

a
n
s
e
n
 (le 9
 juin 1890, 
O
p
e
r
a
)
 

1892 M
e
-
N
a
-
K
a
 de 
Paul 
Ferrier 
(le 
2
 ma
i
 1892, 
T
h
綽
tre

Nouveautes) 

1892 Miss Robinson de Louis 
V
a
r
n
e
y
 (le 
17 
juillet 
1892, 

Theatre des Folies dramatiques) 

1893 P
a
p
a
 Chrysantheme de Laurent Grillet 

(le 4
 no
v
e
m
b
r
e
 

1892, Theatre Nouveau-Cirque) 

1893 M
a
d
a
m
e
 C
h
r
y
s
a
n
t
h
e
m
e
 d
'
A
n
d
r
e
 M
e
s
s
a
g
e
r
 (le 21 

janvier 1893, T
h
翁
tre
de la 
Renaissance) 

1896 Les 
Yeux clos 

de Michel Caree (le 26 n
o
v
e
m
b
r
e
 1896, 

O
d
e
o
n
)
 

1898 L
a
 Geisha d

'
O
w
e
n
 Hall 
(le 8
 ma
r
s
 1898, 
T
h
錢
tre
de 

l'Athenee) 

1903 A
u
 japon de Louis G

a
n
n
e
 (le 9
 ma
i
 1903, Olympia) 

1906 M
a
d
a
m
e
 Butterfly de Giacomo Puccini (le 28 d

e
c
e
m
b
r
e
 

1906, Opera-Comique) 

1907 Les Princesses d
'
a
m
o
u
r
 de Judith Gautier (le 24 janvier 

1907. Theatre d
u
 Vaudeville) 

1912 L
'
H
o
n
n
e
u
r
 japonais de Paul A

n
t
h
e
m
e
 (le 
17 avril 
1912, 

Odeon) 

(oo) 
G
A
U
T
I
E
R
.
 Judith. L
a
 M
a
r
c
h
a
n
d
e
 de sourires: piece japonaise, 

en 5
 actes et 2
 parties. Paris. G. 

Charpentier, 1888. 

ゅ）
A
O
K
I
.
Hiroko, L
e
 Japan a
 travers le 

theatre en France (1860-

1930). Universite Paris Nanterre, 1993. 

(
S
)
 D
U
C
R
E
Y
.
 Guy, "Le Japoniseme au theatre", 

Chaier E
d
m
o
n
d
 

et Jules de Goncourt, n. 
18. 
2011. 

(
：
：
：
：
)
峨
惹
臣
出
『
謀
4[]e
→
s
'
；
入
ギ
弔
ll
k
<
 i巴
二
心
菜
心
ミ
霙
玲
<rn

怜
ぷ
起
＞
』
＇
慨
俣
'
N
H
K
'
B
誼
1
1
0
1
ギ゚

心
）
眠
莞
宦
出
p.
130° 

(~
) Ibid., 
p. 
128-129. 

ほ）
Ibid..
p. 
166. 

ぼ
）
A
O
K
I
.
p. 
130-133. 

(;£) 
D
U
C
R
E
Y
.
 p. 
128. 

(~
) Ibid.. p. 

131. 

（竺）
Ibid
.. 

(~
) R
O
O
T
E
R
I
N
G
 Marie-Pierre, 

"L'Odeon de tous 
Jes 
possibles", 

L'Odeon, 
u
n
 
th
絃
tre
dans
『
Histoire.

sous 
la 
direction 

de 

B
A
E
C
Q
U
E
 Antoine de. 

Pris. Gallimard. 2010, p. 
110-113. 

(~
) F
E
L
I
C
I
.
 R
o
b
e
r
t
a
 de, 
"Fantaisie 

et 
naturalisme 

d
a
n
s
 la 

poetique 
d
r
a
m
a
t
i
q
u
e
 
d
'
E
d
m
o
n
d
 d
e
 
Goncourt", 

R
e
v
u
e
 

d'Histoire litteraire de la 
France, no. 5, 

2001. p. 
1399-1422. 

(~
) G
O
N
C
O
U
R
T
,
 E
d
m
o
n
d
 de. 
Germinie Lacerteux: pieece en dix 

tableaux, 
Precedee d'un prologue et suivie d'un epilogue, 

tiree 

d
u
 r
o
m
a
n
 d
'
E
d
m
o
n
d
 et 
Jules 
d
e
 
Goncourt, 

Paris, 
G. 

Charpentier, 1888. 
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ぼ
）
A
N
T
O
I
N
E
,
Andre,
℃
auserie sur la 

mise en scene", L
a
 R
e
v
u
e
 

de Paris. 1903. 

（符）
R
O
O
T
E
R
I
N
G
,
p. 
112. 

環
）
Ibid
.. 

(~
) B
E
R
N
H
A
R
D
T
,
 Sarah, L
'
A
v
e
u
 :
 dr
a
m
e
 en 
lacte, 
en prose, 

Paris, P. 
Ollendorff, 1888. 

（呉）
G
I
N
I
S
T
Y
,
Paul, R
O
U
X
,
 H
u
g
u
e
s
 le, 
C
r
i
m
e
 et chatiment, d

r
a
m
e
 

en 7
 tableaux, 
tire d
u
 r
o
m
a
n
 russe de Dostoievskey, 

Pais, 
1888. 

索
）
Ibid.,
"
M
o
n
 C
h
e
r
 Pore!". 

(~
) D
U
M
A
S
,
 Alexandre, 

Caligula, 
Tragedie en 

5
 actes 
avec 
1
 

prologue, 
Bruxelles, Th. Lejeune. 1838. 

（
食
）
*
'
;
;
-
,
~
入
’
!
卜
=
-
'
『
回
泄
廼
蚕
庄
晦
描
号
く
』
＇
姦
妥
睾

l'
華
考
'

舶
氏
＇
国
甜
叩
丑
器
1
兵
兵
K
'
p
.
428-429° 

（
約
B
E
N
E
D
I
C
T
U
S
,
Luis, 
L
a
 m
a
r
c
h
a
n
d
e
 d
e
 sourires, 

d
r
a
m
e
 

japonais de Judith 
Gautier. 
L
'
a
m
o
u
r
 d
u
 rossignol, 

Paris, 
G. 

Hartmann, 1888.
等＇
¥'I¥'
入
K
囲
料
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嘩
は
拉
井
釦
抑
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遥
戟
皿
ゆ
菜
ャ
ニ
r-(l゚

（ぢ）
I":::--.,.L
ャ:-----'';:'>ギ，ヽ

『スロ
;L¥¥',
ド
ー
¥'I¥';、
K
S
米
嵌
似
学
j’

廿
造
照
腎
嵌
怯
'
r
n器
択
点
1
兵
兵
1
0
 

⑱
),.L
ト
へ
ー
'
p
.
113° 

（笞）
M
E
Y
A
N
 (Paul), 
"Les premieres", L

e
 Pays, 24 avril 1888, p. 

3. 

（苓）
L
E
M
A
i
T
R
E
(Jules), 
"La s
e
m
a
i
n
e
 dramatique", Journal et 

debats, 30 avril 1888. p. 
1-2. 

ぼ
）
R
O
S
N
I
E
,
R
e
o
n
 de, 
L
e
 C
o
u
v
e
n
t
 d
u
 D
r
a
g
o
n
 vert, 
co'/1zedie 

japonaise adaptee... 
par Leone d'Albano, 

Nice. J. 
G
a
y
 et 
fils, 

1872. 

（淫）
D
A
M
O
N
.
"Theatre", L'Univers illutre. 

n. 
1727, 
28 avrile 
1888, 

p. 261-262. 

（S:,) 
"Theatre illustre", 

L
e
 M
o
n
d
e
 illustre, 
n. 
1625, 
19 
m
a
i
 1888. 
p. 

330. 

澤
）
S
A
V
I
N
G
Y
 (M.). 
"Les theatre", L'Illustration, 

n. 
2358. 
5
 ma
i
 

1888. 
p. 35. 

（念）
L
e
M
o
n
d
e
 illustre. 

（写）
L'Univers

illutre. 
p. 
262. 

（手）
Atelier
Nadar, Odeon. L

a
 marchande de sourires :

 [photographie, 

tirage de demonstration}, 16 vols. Paris, BnF. 1888. 

（笞）
G
A
U
T
I
E
R
.
1888, p. 
11. 

（苓）
Atelier
Nadar.
℃
oge". 

（苓）
Atelier
Nadar, "Tessandier". 

（浮）
Atelier
Nadar, "Mounef'. no. 

1. 

（等）
Atelier
Nadar, "Mounet", no. 2. 

(；；；；
)
B
E
N
O
!
 Rene, "revue dramatique", L

e
 Costume a

u
 th
函
tre
et d
 

la 
ville, 
n. 
9, 
le 
15 juin 
1888, p. 
71. 

（等）
G
A
U
T
I
E
R
.
1888, p. 
53. 

（
等
）
『
L
e
M
o
n
d
e
 illustre
』
譴
群
心
女
回
釦
A
n
d
r
e
M
A
R
I
E
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S
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¥
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¥
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『L'Illustration』
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(Ss) 
G
A
U
T
I
E
R
,
 1888, p. 
60. 

（お）
Ibid.,
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20-22. 

(
訪
)--'-1'~
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'p.
154-164° 
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怨
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卜
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Ibid.,
p. 
41-42. 

（
岳
）
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¥
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'
p
.
428° 

（
$
)
 G
A
U
T
I
E
R
,
 1888, p. 
102-103. 

（[;:;) 
Ibid., 
p. 
106, 

（沼）
Ibid.,
p. 
107. 

（忠）
Ibid.,
p. 
108. 

(55) 
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 IO
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ド
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L
C
'
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ャ
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'
1
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0
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 0-
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)
 -Ir
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＇
『
!'-II'¥
，、
K
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ユ
ぺ
心
記
ト
ヤ
E
-へ
S
i
郡
批
ー
「
悪
拒
」

全
心
「
悩
感
」
<r
i氏
蒜
’
学
監
函
鞘
坦
1
1
0
1
団゚

（器）
S
A
V
I
N
G
Y
 M
.
,
 L'Illustration. 

（怨）
C
H
A
P
E
R
O
N
,
Philippe, 
[La m
a
r
c
h
a
n
d
e
 de sourires :

 maquette 

construction], Paris, BnF, 1888. 

(
芯
)
,
L
r
,
~
-
'
p
.
12-13° 

（t2) 
M
E
S
S
A
G
E
R
,
 Andre, M
a
d
a
m
e
 Chrysantheme, comedie lyrique 

en 4
 actes, 
prologue et 

1
 epilogue, 
d'apres Pierre Loti, 

p
o
e
m
e
 

de 
Georges H

a
r
t
加
a
n
n
et 
A
n
d
r
e
 Alexandre, Paris, 

Choudens, 

1893. 

(
$
)
 R
E
G
A
M
E
Y
 Felix, 
L
e
 Cahier rose d

e
 M
m
e
 C
h
r
y
s
a
n
t
h
e
m
e
.
 

Paris. Bibliotheque artistique et litteraire, 
1894. 

（お）
S
E
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H
E
.
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